




























































































































年　齢 1　　　位 2　　　位 3　　　位 4、　　位
30－34事　　　故 ガ　　　ン 自　　　殺 心　臓　病
35～39ガ　　　ン 事　　　故 自　痴臓病1
40～44・　・　［脳卒中睡　故心臓1 病1
45～49・　・　i脳卒中1心臓病1事　故1
50～54ガ　　　ン ・卒中1心臓病 1
55～59ガ　　　ン 脳卒中　1心臓刷
60～64・　・　1　脳卒中 心臓
?
65－69脳中　　｝　・　・ 心臓司
1－4．どんなガンが多いか
　日本人にいちばん多いのは男も女も胃ガンで
す。厚生省調査の部位別死亡割合をみますと，
男は胃ガンが約半数，次いで肺ガン，肝臓ガン，
食道ガンの順，女は胃ガンが三分の一，次いで
子宮ガン，肝臓ガン，肺ガン，乳ガンの順にな
っています。
　また15才未満のこどもで，白血病や骨腫瘍な
どいわれる「小児ガン，」で死亡するものも毎
年2000人を超えています。
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1－5．ガンはどうしてできるか
　ガンは家族の中に道楽息子が出たようなもの
で，自分の細胞自体がガン細胞という狂った細
胞に変化し，その細胞がどんどんふえて，大切
な家をつぶしてしまいます。
　このガン細胞に変化させる原因については現
在いろいろ研究され考えられていますが，
①化学物質……つまり発癌剤，②放射線
③ウィルスの三つが知られています。
　タールから出るベンツピレンとか，食品の殺
菌剤として肖れるAF2や，食べ物の食い合わ
せでできるニトロソ化合物は，いずれも発ガン
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性があり，強い太陽光線や医療に使う放射線に
も発現性があります。ウイルスではアフリカに
多いバーキットリンパ腫や白血病，鼻咽頭ガン
や子宮ガンなどがヘルペス型ウイルスによるの
ではないかと考えられています。
　また，もともと私たちはガン・ウイルスの
池と“を持っていて，発ガン剤や放射線など
の刺激で，そのウイルスが活躍しはじめるとガ
ンが発生するのだというC型ウイルス説も有力
になってきています。
　ウイルスがガンの原因だとすると，ガンは感
染するのではないかという疑問がおきてきます
が，ガンそのものはまず感染しません。患者に
接する医師や看護婦に感染した例はありません。
　環境中の発ガン物質が次から次と摘発されて
いますが，私たちはその使用をできるだけへら
す心構えが大切です。WHOが現在，ヒトにガン
原性の認められている化学物質として17種類あ
げています。その中にはアフラトキシンなどカビ
に去れる毒素や，砒素剤，塩ビや女性ホルモン
剤などが入っています。
　したがって，これらのあぶないものはできる
だけふれないように避ける努力が必要である。
　しかし，ワラビのような天然の食べものにも
微量の発ガン物質がみつかっていますが，この
程度のものにまで神経質になる必要はないでし
ょう。
1－6．ガンは遺伝しない。
　ガンそのものは遺伝しませんが，ガンにかか
りやすい体質というものは遺伝することがある
かも知れません。胃ガンや乳ガンなどが同じ家族
に多発する傾向がありますが，これは同じ屋根
の下に住む家族は食生活や生活習慣もよく似て
いるので，こういう環境の影響も否定できませ
ん。体質と環境のどちらが原因にしても家族の
一人が，あるガンにかかったら，ほかの家族も
特に注意するに越したことはありません。
　ガンは成人病の一つであるといわれています。
結核や肺炎で死亡する人が少なくなって平均寿
命が延したこと，それに石油化学工業はじめ各
種工業が発達し，自動車が普及しわれわれの周
囲はガン原性物質で満ち満ちているのですから
ガンにかかるチャンスは大変多くなるといって
も過言ではないでしょう。
　誰れかがいみじくも泣明は癌化なりことい
いいましたが大変恐しいことです。
1τ7．ガンの診断と治療
　ガンかどうかを診断するには簡単なようで大
変です。とくに早期発見することは困難をきわ
めています。それは自覚症状が早期にはまずな
いからです。
　今日，ガンの診断にはX線撮影，内視鏡，細
胞診，生化学的診断，酵素学的診断などいろい
ろな手技が駆使されています。
　多くのガンを調べるにはまずX線検査が行わ
れます。その結果精密検査が必要となると，内
視鏡検査，さらに疑わしい個所の細胞の組織を
とってきてガン細胞かどうかをつきとめる生検
が行われ，この結果最終的な断を確定するよう
にしています。
　日本では胃など消化器系の検査方法や医療器
械が数多く開発されており，診断の精度は世界
の水準を大きくぬいています。したがってガン
を疑って受診してくだされば必らずやガンかど
うかはっきりさせてくれます。
　ガンが発見されますと治療しなければなりま
せん。現在，ガンの治療には外科療法，放射線
療法，化学療法，さらに免疫療法が行われてい
ます。
　ガンの種類によって治療法も少しつつ事情が
異なります。例えば胃ガンや子宮ガン乳ガンな
どは第1に手術です。皮膚ガンや舌ガンには放
射線療法がおこなわれます。白血病には制ガン
剤による化学療法が行れます。
　しかし，手術の前後に放射線や制ガン剤，さ
らには免疫療法が行われ，ガン細胞を弱めたり，
転移再発を防ぐためにこれらの療法を組合せて
治療成績をよくしています。
　詳しいことは以下に述べられる予定です。
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